






物理システム工学科のコースツリー 電気電子工学科のコースツリー 

4　

年

3　

年

2　

年

1　

年

専門Ⅲ〈専門科目〉

専門Ⅰ〈物理ミニマム〉 専門Ⅱ〈技術系科目〉

専門基礎 全学共通教育

熱統計力学
熱物理学入門
熱統計力学
熱統計力学演習

卒業研究、自由課題実験Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、特別ゼミ
量子力学特論、原子分子物理、フォトニクス、量子エレクトロニクス、固体物理Ⅰ、Ⅱ、
波動物理、化学物理、連続体物理

実験
物理システム工学実験Ⅰ～Ⅳ

エレクトロニクス
電気回路、電子回路
計測・制御回路

コンピュータ
コンピュータ基礎実験
コンピュータ解析および演習

プレゼンテーション
物理プレゼンテーションⅠ、Ⅱ

物理実験学
物理実験学

量子力学
量子力学入門
量子力学Ⅰ、Ⅱ
量子力学演習

力学
力学Ⅱ
振動・波動

電磁気学
電磁気学Ⅰ、Ⅱ
電磁気学演習

物理数学
物理数学Ⅰ、Ⅱ
物理数学演習

数学
微分方程式Ⅰ
関数論
幾何学、代数学Ⅰ

教養
基礎ゼミ、人文社会科学
語学、融合科目
スポーツ健康科学

自然科学
化学基礎、生物学基礎
物理化学
線形代数学Ⅰ、Ⅱ
微分積分学および演習Ⅰ、Ⅱ

基礎
力学Ⅰ
力学演習
工学基礎実験
物理システム工学基礎実験

導入科目
力学入門
電磁気学入門

学際
物質科学入門
エネルギー科学
環境科学

全学共通教育科目〈自然科学系基礎科目〉

システムエレクトロニクスコース 電子情報通信工学コース

専 門 基 礎 科 目

必  修  科  目

専　門　科　目

物理学基礎
物理学基礎演習

化学基礎
生物学基礎
数理統計学
量子力学概論

熱統計力学
物理化学
地学
地学実験

線形代数学Ⅰ
微分積分学Ⅰおよび演習
線形代数学Ⅱ
微分積分学Ⅱおよび演習

微分方程式Ⅰ
コンピュータ基礎演習
基礎電気回路Ⅰおよび演習
基礎電気回路Ⅱおよび演習
電磁気学Ⅱおよび演習

電気電子機器
光工学
光エレクトロニクス
電子物性工学
電子デバイスⅡ
パワーエレクトロニクス
エネルギーネットワーク工学
高電圧工学
電力工学

信号処理
画像情報工学
システムLSI工学
通信工学
通信システム工学
電磁波工学
高周波伝送工学
オブジェクト指向プログラミング
計算工学基礎

微分方程式Ⅱ
関数論
回路網理論
ディジタル電子回路
計測工学
制御工学
マイクロプロセッサ

電気法規および施設管理　　電気電子工学特別講義　　電気電子製図　　電子情報工学製図

ベクトル解析および演習
フーリエ解析および演習
電気電子材料
電磁気学Ⅰおよび演習

卒業論文　　　　論文・文献講読　　　電気電子工学実験Ⅰ
電気電子工学実験ⅡA、ⅢA または 電気電子工学実験ⅡB、ⅢB

電子デバイスⅠおよび演習
基礎電子回路および演習
論理回路および演習
プログラミングおよび演習

必  修  科  目

選択必修科目 選択必修科目

必  修  科  目 選  択  科  目

現代社会を根底から支える電気電子技術の習得

量子機能工学　　　原子過程工学　　　量子ビーム工学

量子光工学　　　　量子電子工学　　　量子制御デバイス工学

光材料物性工学　　生命物理工学　　　流体物性工学

超伝導工学

物理学をベースに科学技術の発展を目指す

物理システム工学

最先端の研究を進め、社会に革新的な
技術分野をもたらす原動力たる人材を養成

物理システム工学科
Applied Physics

最先端の研究力と豊富な教育陣で世界に誇る
日本のエレクトロニクス産業に有為な人材を輩出する

電気電子工学科
Electrical  and Electronic Engin eering

システムエレクトロニクス     基礎電気システム工学　パワーエレクトロニクス
 　　　　電気エネルギー変換工学　電子デバイス工学

 　　　　電子機能集積工学　光エレクトロニクス

電子情報通信工学　　 通信システム工学　知能システム工学
　　　　　　　　　　　情報伝達工学　回路システム工学

　　　　　　　　　　　画像情報工学

　21世紀のIT社会を支えるものとして、原子を1つずつピ
ラミッドのように並べたICや、1つの電子で動くトランジス
ター、磁気記録の働きを持つ半導体などが考えられていま
す。そして、ここにも物理学の考え方やものの見方が活か
されています。物理学は科学の基礎でありながら、画期的
な技術革新を担う学問分野でもあるのです。本学科では、
物理学の基礎を体系的に学び、新しい技術や素材、システ
ムを創り出すための知識を修得し、その考え方や方法を用
いて科学技術に応用できる人材を養成しています。
　学びのシステムとして、まず基礎力の養成を重視します。
どの専門分野を選んでも最低限理解しておきたい基礎コ
ア科目として「力学」「電磁気学」「量子力学」「熱統計力学」
の4つを選び、「力学入門」「電磁気学入門」の2つの入門科
目を含め、これら4つの分野について演習と共に体系的な
指導を行います。これらの科目を徹底的に理解した後に、
バラエティーに富んだ教育研究分野を持つ研究室のいず
れかに所属し、高度な研究を通して、より深い理解力と応用
力を養っていくことができます。
　また、社会に貢献できる真の研究者・技術者となるために
は、自分から進んで研究課題を考え研究手法を開発してゆ
く、「自発的研究能力」をみがくことが重要となります。そこ
で本学科では、SAILプログラムを設けて、大学１年次の早
期から、特別ゼミや自由課題実験、研究室体験配属などを
ふくむ特別な科目群を配置しています。

　君たちの周りには、パソコン、携帯電話、デジカメ、ＤＶＤ、
液晶ＴＶなど様々なエレクトロニクス製品がありますね。こ
れらは、世界一の最先端技術をもつ日本の企業によって、
開発・製品化されてきたものです。本学科を卒業した多くの
先輩たちが、皆さんがよく知っている電気メーカー、光学会
社、通信企業などで、これの先端的な技術の開発に携わっ
ています。このように、本学科は就職実績ナンバーワン、実
質就職率は100%なのです。
　本学科の特色は、何といっても先端的な研究力の高さと
豊富な教育陣にあります。骨太の技術者を育てるために、電
気、電子、光、情報通信などの幅広い専門家を揃えてハード
からソフトまで身につけるカリキュラムを用意しています。
　「システムエレクトロニクスコース」では、新しい電子材
料や電子デバイスの開発、環境に優しい太陽光発電、光通
信やディスプレイなどの光エレクトロニクスに関する教育
研究を行います。
　「電子情報通信工学コース」では、携帯電話などの情報
通信システム、生活を豊かにするロボット技術、コンピュー
タの新しい利用技術などに関する教育研究が中心となって
います。

OB&OG’s MESSAGE

　私は高校生のころから「光技術」を扱う技術者になりたいと考えていました。光学
を学ぼうと農工大の物理システム工学科に入学し、大学院時代は「レーザー光学」
について研究しました。現在の仕事では、紙の製造工程で使用される検査装置をつ
くっており、私は新しいセンサを開発する仕事に携わっています。センサの新開発に
合わせて測定原理を考え、それが使用できるかどうかを検証するのですが、ちょうど
光学センサの検証を担当しており、光学を扱う仕事という希望が運良く叶えられた
形です。
　大学、大学院の研究室では、自分の研究について正確に
分かりやすく伝えることが重要だと教わり、プレゼンテーシ
ョンの方法を熱心に指導していただきました。会社ではプ
レゼンする機会が多いので、勉強していてよかったと感じ
ています。

大学での研究が仕事に直接生きています。

岡野　俊さん　
2年
東京・私立桐朋高校出身

堀越 久美子さん（平成19年度卒業）
横河電機株式会社　　
P&Wソリューション部　新センサ開発グループ

OB&OG’s MESSAGE

　普段の生活ではあまり目にする機会は少ないと思いますが、私の会社では、病院
で血液検査をした際に、その血液の分析を行う機械を作っています。私自身はソフ
トウェアを作る部署に所属し、機械をどのように動かせば早く効率的に血液の分析
ができ、操作しやすく、安全性も向上できるかを検討しています。学生時代からずっ
と「自分の周りの人たちの健康に貢献したい」と考えていたので、自分が関わった製
品がひとつ、またひとつと発売されるごとに、少しずつでも「貢献できているかな」と
実感するようになりました。
　大学の研究室では留学生と交流したり、海外の学会で
発表したりなど、いろいろな経験ができました。仕事でも
海外の方と話す機会があり、外国語はとても役立っていま
す。また人に伝えるためのプレゼンテーション技術を磨け
たことも助かりました。

人の健康に役立つ仕事はやりがいがあります。

上妻 美帆さん（平成19年度卒業）
ベックマンコールター株式会社

STUDENT’s 
VOICE

　工学部の物理システム工学科だけに、物理の知識ばかりに詳しい人や機械
オタクのような人が多いと思っていました。でも実際は、いたって普通の人が
多いです（笑）。それでも、いろいろな目標を持った人が集まっているので、と
ても刺激的で、自分自身の視野も大きく広がったと思います。
　本学科の科目のなかでは、とくに「自由課題実験」が特徴的。通常の実験は
与えられたテーマに沿って行う受動的なものですが、この授業では取り組む
テーマを自分で決めて、個々が試行錯誤しながら自分自身で答えを導いてく
るのです。研究室に所属する4年生を待たずに、早い段階から“自分の実験”
ができるので、学生もやりがいを持って取り組んでいます。まだいろいろなテ
ーマの実験を重ねつつ、本当に自分がやりたい研究テーマを探している段階
ですが、何か没頭できるテーマを早く見つけ、その研究の第一人者となるこ
とが現在考えられる大きな夢です。

“自分の実験”に2年生から取り組み、
その試行錯誤が成長につながります。

森本 和樹さん　
4年
長野工業高等専門学校
出身

STUDENT’s 
VOICE

　高専では、電気、機械、情報について勉強しましたが、なかでも「電気」に興
味をひかれたので電気電子工学科に進学し、電気の知識を増やしたいと思い
ました。
　本学科では、電気電子の基礎知識から学ぶことができます。そのことで身
の回りの電化製品の仕組みや用いられている技術に対して興味・関心を持つ
ようになり、その後の学習意欲につながりました。現在は所属研究室で、ICを
製造する露光装置に使われる「リニアスライダ（電磁力でレールの上を動く
台）」の性能向上に努めています。
　電気電子の技術は世の中から広く必要とされているので、この不況のなか
でも就職に強いのが魅力のひとつ。私の研究室では、メカトロニクス（機械装
置に電子工学を融合した技術）が研究対象なので、将来もメカトロニクスに関
わりを持つ技術者として働けたら良いと思います。そのためにも、まずは大学
院に進学し、いまの研究を引き継ぎ、さらに知識を深めたいと思います。

広く求められる電気電子の技術は、
この時代でも就職に強いのが特色です。
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